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5JAが取り組みを報告した農家手取り最大化成果発表会（３面）

全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー

ジ（
２
面
）

群馬県富岡市にオープンした「ＪＡファーマー
ズ富岡」（２面）

全
農
東
北
プ
ロ
ジェ
ク
ト

      

Face
boo
k
ペー
ジ
を
開
設

2面

モデルJAが農家手取り最大化で成果発表
水平展開へ取り組み共有

3
面

4-5

㈱エーコープ関東
「JAファーマーズ富岡」がオープン
（生活リテール部）

特集：JA全農インターナショナル㈱
　　　日本産農畜産物輸出
　　　ナンバーワン商社目指す

ＪＡズームイン（ＪＡ大潟村）

県本部だより（長崎県本部）

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/7

82 JA全農チビリンピック2019
参加者募集（広報部）

ＪＡタウンショップ紹介
　JA全農ながさき

6

平成30年JA農業機械
パワーアップ運動成果発表大会を開催
（秋田県本部）

Web
限定



　
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ

で
は
、
日
本
最
大
の
農
業
産
出

額
を
誇
る
東
北
地
方
の
各
県
で

力
を
合
わ
せ
、東
北
の
魅
力
や
、

自
慢
の
農
畜
産
物
を
よ
り
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
東
北
6
県
の
イ
ベ
ン
ト
、

お
い
し
い
も
の
、
お
祭
り
な
ど

の
観
光
情
報
も
ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
い
く
予
定
で

す
。

　
皆
さ
ま
の
フ
ォ

ロ
ー
と「
い
い

ね
！
」を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

News!

News!

全農東北プロジェクトFacebookページを開設！

㈱エーコープ関東「ＪＡファーマーズ富岡」がオープン

東北6県のさまざまな情報を発信

群馬県に全国21店目のファーマーズ型店舗

東北営農資材事業所

生活リテール部

　
全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
事
務
局
‥
東
北
営
農
資
材
事
業
所
）

は
2
月
5
日
、全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
エ
ー
コ
ー
プ
関
東
は
2
月
9
日
、群
馬
県
富
岡
市
に「
Ｊ

Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
富
岡
」を
オ
ー
プ
ン
し
、
初
日
か
ら
4
0
0
0
人

を
超
え
る
来
店
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

は
、東
北
6
県（
青
森
・
岩
手
・

宮
城
・
秋
田
・
山
形
・
福
島
）

を
一
つ
の
産
地
と
し
て
と
ら

え
、
各
県
本
部
が
連
携
し
、
東

北
産
農
畜
産
物
・
加
工
品
の
販

売
力
強
化
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、2
0
1
5
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

同
店
は
、
同
社
8
店
目
、
全

国
で
は
21
店
目
の
農
産
物
直
売

所
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

一
体
化
し
た
7
0
9
坪
の
大

型
店
舗（
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
）

で
す
が
、
同
社
で
は
最
大
規
模

と
な
る
1
8
7
坪
の
産
直
売

り
場
、
同
社
初
と
な
る
産
直
・

Ｓ
Ｍ（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

別
棟
方
式
と
し
た
意
欲
的
な
店

舗
で
す
。

　
農
産
物
直
売
所
棟
に
は
、
地

元
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
を
は
じ
め
県

内
Ｊ
Ａ
の
産
直
品
、
群
馬
県
産

の
こ
だ
わ
り
商
品
を
品
ぞ
ろ
え

し
、
地
元
新
鮮
野
菜
の
天
ぷ
ら

や
釜
ゆ
で
う
ど
ん
を
楽
し
め
る

軽
食
コ
ー
ナ
ー「
あ
ぐ
り
キ
ッ

チ
ン
」、
生
地
か
ら
手
作
り
の

天
然
酵
母
パ
ン
を
販
売
す
る

「
G
r
a
n
d
i
r
（
グ
ラ
ン

デ
ィ
ー
ル
）」を
設
置
、
Ｓ
Ｍ
棟

は
、
地
元
上
州
和
牛
は
じ
め
畜

産
品
、
専
門
店
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
鮮
魚
の
対
面
販
売
、

地
元
原
料
を
使
用
し
た
総
菜
な

ど
、
お
客
さ
ま
が
地
元
産
の
お

い
し
さ
や
買
い
物
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
お
店
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
近
く
に
は
世
界
遺
産
の
富
岡

製
糸
場
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
生
活
リ
テ
ー
ル
部
は「
国
産

農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化
」の

実
現
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
の
出
店
を
今
後
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

ＪＡファーマーズ富岡の外観と産直売り場

Facebookは
こちらから
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　神
出
元
一理
事
長
が「
全
て
の

モ
デ
ル
J
A
か
ら
参
加
い
た
だ
い

て
い
る
。
こ
れ
は
、
J
A
自
己

改
革
に
お
い
て
農
家
手
取
り
最

大
化
の
取
り
組
み
を
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
証
で

あ
る
。
そ
の
成
果
を
共
有
し
、

農
家
手
取
り
の
さ
ら
な
る
向
上

の
た
め
、
こ
の
取
り
組
み
を
加

速
化
さ
せ
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
来
賓
の
農
水
省
の
末

松
広
行
事
務
次
官
は
、「
地
域

振
興
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も

農
業
の
底
堅
く
地
元
に
根
付
い

た
活
動
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。

本
日
の
発
表
会
で
の
成
果
の
共

有
が
大
き
な
意
義
を
果
た
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　モ
デ
ル
55
J
A
の
中
か
ら
、

山
形
県
J
A
庄
内
み
ど
り
、
新

潟
県
J
A
越
後
中
央
、
滋
賀

県
J
A
北
び
わ
こ
、
愛
媛
県

J
A
お
ち
い
ま
ば
り
、
長
崎
県

J
A
島
原
雲
仙
の
5
J
A
が
成

果
発
表
を
行
い
、
農
薬
規
格
の

大
型
化
や
肥
料
の
銘
柄
集
約
、

園
芸
振
興
、
品
種
転
換
、
労

働
力
支
援
な
ど
、
地
域
の
課
題

に
応
じ
た
取
り
組
み
や
そ
の
成

果
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

大
規
模
営
農
モ
デ
ル（
83
経
営

体
）の
取
り
組
み
と
し
て
、
園

芸
作
物
や
輪
作
体
系
の
導
入
に

よ
る
所
得
増
大
や
、
労
働
費
低

減
に
向
け
た
新
技
術
や
I
C
T

の
活
用
な
ど
、
農
家
の
手
取
り

最
大
化
に
向
け
た
最
前
線
で
の

実
践
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。　次

期
3
か
年
に
つ
い
て
は
、

よ
り
多
く
の
農
業
者
が
効
果
を

実
感
で
き
る
よ
う
に「
取
り
組

み
成
果
の
水
平
展
開
」と「
経

営
体
の
所
得
増
大
実
証
」の
二

つ
の
柱
で
実
践
を
加
速
さ
せ
、

J
A
グ
ル
ー
プ一体
で
農
家
手
取

り
最
大
化
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

モ
デ
ル
55
J
A
に
よ
る
農
家
手
取
り
最
大
化
で
成
果
発
表
会
を
開
催

5JAが取り組み成果を発表

水
平
展
開
に
向
け
て
取
り
組
み
共
有

　
全
農
は
2
月
7
日
、
東
京
・
御
成
門
の
ベ
ル
サ
ー
ル
御
成
門
タ
ワ
ー
で「
農
家
手
取
り
最
大
化
成
果
発
表
会
〜
ト
ー

タ
ル
生
産
コ
ス
ト
低
減
を
中
心
と
し
た
モ
デ
ル
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
〜
」を
開
き
ま
し
た
。
成
果
発
表
会
に
は
、
全
国
の
モ

デ
ル
55
J
A
、県
連
、全
農
、関
係
機
関
な
ど
か
ら
約
3
2
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。  

　
　
　
　【
耕
種
総
合
対
策
部
】

「再生産できる農
業、未来へ続く農
業」の実現に向けて

JA庄内みどり 経済部次長
佐藤弘毅氏

発表タイトル

高生産性水田輪作
モデル確立現地実
証試験の成果報告

JA北びわこ 営農企画課長
丸岡重幸氏

いちご栽培における
反収増加と所得向
上

JA島原雲仙 企画指導課長
林和昭氏

水稲地域での園芸
導入による経営安
定化と所得確保及
びそれにともなうＪＡ
の対応力強化

JA越後中央 担い手支援班長
奥田勝治氏

持続可能なしまなみ
農業へ レインボープ
ランの取り組み

JAおちいまばり 営農振興部長
阿部和平氏
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　J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

株
式
会
社
は
平
成
29
年
4
月
か

ら
、
全
農
グ
ル
ー
プ
の
輸
出
商
社

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
全
農
グ

ル
ー
プ
各
社
や
J
A
・
経
済
連
と

連
携
し
て
、
日
本
産
農
畜
産
物
の

輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　同
社
は
、
海
外
5
カ
所
の
営
業

拠
点
を
活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
新
た
な
需
要

の
掘
り
起
こ
し
と
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　同
社
の
輸
出
実
績
は
発
足
2
年

で
1
・
5
倍
と
な
る
見
通
し
で
、

5
年
後
に
は
発
足
前
の
4
倍
に
拡

大
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱

「
世
界
と
つ
な
ぐ
！
」を

合
言
葉
に
日
本
産

農
畜
産
物
輸
出

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
商
社
を

目
指
す

海
外
営
業
拠
点
を
活
用
し
た
輸
出
の

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
構
築

日
本
の
生
産
者
と
海
外
の
消
費
者
を
つ
な
ぐ

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
よ
り

付
加
価
値
を
高
め
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

創
新
た
な
取
り
組
み

挑

産
地
と
一
体
と
な
っ
た
新
た
な

需
要
の
開
拓
に
よ
り
輸
出
さ
れ
た
商
品

新

香
港
市
街
中
心
部
の
地
下
鉄
駅
構
内
に
、
日
本
産

農
畜
産
物
を
P
R
す
る
石
川
選
手
の
広
告
を
掲
出

香
港
最
大
手
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
で
全
農

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
の
日
本
産
米
と
加
工
品

の
販
売

日
本
産
の
米
と
き
ゅ
う
り
を
原
料
に
イ
ギ
リ

ス
で
製
造
し
て
い
る
米
ビ
ー
ル
と
き
ゅ
う
り

ジ
ン

台湾大手百貨店での日本産食材の直
売ブース開設

栃木県本部と協力し「にっこり梨」をインドネシア
へ初めて輸出

停止されていた中国向け新潟県産米輸出を8年ぶ
りに再開

J
A
み
な
み
信
州
の「
市
田
柿
」を
ベ
ト
ナ
ム
へ
初
め
て
輸
出
し
試
食

販
売
会
を
実
施

北
海
道
北
見
市
の
ハ
ラ
ル
牛
肉
を
中
東
の
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
合
へ
初

め
て
輸
出
し
現
地
で
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

J
A
お
う
み
富
士
の「
近
江
の
も
ち
麦
」を
台
湾
へ
初
め
て
輸
出
し
健

康
食
品
通
販
サ
イ
ト
で
販
売

米
国
名
門
調
理
師
学
校
で
和
牛
講
座
を

開
講

和
牛
を
使
っ
た
米
国
P
Z
F
社
で
の
和
牛

串
製
造
と
ロ
ン
ド
ン
高
級
中
華
料
理
店
シ
ェ

フ
向
け
に
実
施
し
た
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
レ
ク

チ
ャ
ー

全
農
ブ
ラ
ン
ド「
お
米
の
ミ
ル
ク
」を
初
め
て
香
港
へ
輸
出
し
大
手
量

販
店
で
試
飲
販
売
を
実
施

カーリング日本代表の海外遠征に日本産食材を使用
した食事提供を支援 シンガポール

ブルガリア

スコットランド
英国・ロンドン

シンガポール

ブルガリア

スコットランド
英国・ロンドン

米国・ニューヨーク米国・ロサンゼルス

台湾

香港
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　J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

株
式
会
社
は
平
成
29
年
4
月
か

ら
、
全
農
グ
ル
ー
プ
の
輸
出
商
社

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
全
農
グ

ル
ー
プ
各
社
や
J
A
・
経
済
連
と

連
携
し
て
、
日
本
産
農
畜
産
物
の

輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　同
社
は
、
海
外
5
カ
所
の
営
業

拠
点
を
活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
新
た
な
需
要

の
掘
り
起
こ
し
と
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　同
社
の
輸
出
実
績
は
発
足
2
年

で
1
・
5
倍
と
な
る
見
通
し
で
、

5
年
後
に
は
発
足
前
の
4
倍
に
拡

大
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱

「
世
界
と
つ
な
ぐ
！
」を

合
言
葉
に
日
本
産

農
畜
産
物
輸
出

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
商
社
を

目
指
す

海
外
営
業
拠
点
を
活
用
し
た
輸
出
の

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
構
築

日
本
の
生
産
者
と
海
外
の
消
費
者
を
つ
な
ぐ

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
よ
り

付
加
価
値
を
高
め
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

創
新
た
な
取
り
組
み

挑

産
地
と
一
体
と
な
っ
た
新
た
な

需
要
の
開
拓
に
よ
り
輸
出
さ
れ
た
商
品

新

香
港
市
街
中
心
部
の
地
下
鉄
駅
構
内
に
、
日
本
産

農
畜
産
物
を
P
R
す
る
石
川
選
手
の
広
告
を
掲
出

香
港
最
大
手
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
で
全
農

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
の
日
本
産
米
と
加
工
品

の
販
売

日
本
産
の
米
と
き
ゅ
う
り
を
原
料
に
イ
ギ
リ

ス
で
製
造
し
て
い
る
米
ビ
ー
ル
と
き
ゅ
う
り

ジ
ン

台湾大手百貨店での日本産食材の直
売ブース開設

栃木県本部と協力し「にっこり梨」をインドネシア
へ初めて輸出

停止されていた中国向け新潟県産米輸出を8年ぶ
りに再開

J
A
み
な
み
信
州
の「
市
田
柿
」を
ベ
ト
ナ
ム
へ
初
め
て
輸
出
し
試
食

販
売
会
を
実
施

北
海
道
北
見
市
の
ハ
ラ
ル
牛
肉
を
中
東
の
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
合
へ
初

め
て
輸
出
し
現
地
で
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

J
A
お
う
み
富
士
の「
近
江
の
も
ち
麦
」を
台
湾
へ
初
め
て
輸
出
し
健

康
食
品
通
販
サ
イ
ト
で
販
売

米
国
名
門
調
理
師
学
校
で
和
牛
講
座
を

開
講

和
牛
を
使
っ
た
米
国
P
Z
F
社
で
の
和
牛

串
製
造
と
ロ
ン
ド
ン
高
級
中
華
料
理
店
シ
ェ

フ
向
け
に
実
施
し
た
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
レ
ク

チ
ャ
ー

全
農
ブ
ラ
ン
ド「
お
米
の
ミ
ル
ク
」を
初
め
て
香
港
へ
輸
出
し
大
手
量

販
店
で
試
飲
販
売
を
実
施

カーリング日本代表の海外遠征に日本産食材を使用
した食事提供を支援 シンガポール

ブルガリア

スコットランド
英国・ロンドン

シンガポール

ブルガリア

スコットランド
英国・ロンドン

米国・ニューヨーク米国・ロサンゼルス

台湾

香港

5 2019 3.11 vol.876

JA
 Z

ennoh W
eekly

特 　

集



ＪＡ大潟村（秋田県）

岩手県

青森県

山形県

秋田県

概要 平成 30 年 3 月 31日現在

正組合員数　　　　 　　   1080人
准組合員数　　　　 　 　      41人
職員数                           62人
販売品取扱高                  1億円
購買品取扱高          37億4千万円
貯金残高  　           295億3千万円
長期共済保有高       597億3千万円
主な農産物　　     米、大豆、カボチャ、
花き、メロン、小麦、ニンニク、タマネギ

村
と
Ｊ
Ａ
が
サ
ポ
ー
ト
し
カ
ボ
チ
ャ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得

度
で
収
穫
で
き
る
早
生
種
で
す
。

収
穫
直
後
か
ら
糖
度
が
非
常
に

高
く
、食
味
が
い
い
の
が
魅
力
の

一
つ
で
す
。

　
生
産
組
合
の
吉
原
忍
組
合
長

と
菅
原
史
夫
さ
ん
は
、「
大
潟
村

産
カ
ボ
チ
ャ
の
認
知
度
向
上
、販

の
拡
大
」の
一
環
と
し
て
、「
食
の

安
全
・
安
心
対
策
と
し
て
の
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
」に

取
り
組
ん
で
お
り
、Ｊ
Ａ
の
農
産

部
会
の
一
つ
で
あ
る「
特
産
か
ぼ

ち
ゃ
生
産
組
合
」の
会
員
2
人
が

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取

得
し
ま
し
た
。

　

１
９
７
６
年
か
ら
カ
ボ
チ
ャ

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る「
特
産

か
ぼ
ち
ゃ
生
産
組
合
」は
現
在
、

生
産
者
63
人
と
青
年
組
織
2
団

体
か
ら
な
り
、生
産
者
の
平
均
年

齢
が
若
く
、作
付
面
積
が
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
農
産
部
会
の
中

で
最
も
勢
い
の
あ
る
組
織
で
す
。

　
現
在
栽
培
し
て
い
る「
く
り
大

将
」と
い
う
品
種
は
、風
害
に
強

い
大
玉
品
種
で
、着
果
後
45
日
程

ン
、タ
マ
ネ
ギ
な
ど
、高
収
益
作

物
の
生
産
振
興
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。組
合
員
の
所
得
増
大
と

農
業
生
産
の
拡
大
の
た
め
、よ
り

一
層
取
り
組
み
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
大
潟
村
は
、自
己
改
革
の

具
体
的
取
り
組
み
の
う
ち
、「
農

業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産

路
や
生
産
拡
大
の
一
助
に
な
れ

ば
と
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証

の
取
得
を
目
指
し
た
。費
用
面
な

ど
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
が

自
分
た
ち
が
認
証
取
得
に
挑
戦

す
る
こ
と
で
、生
産
組
合
内
や
村

内
に
も
取
り
組
み
が
広
が
っ
て

い
け
ば
」と
意
欲
を
示
し
、村
と

Ｊ
Ａ
が
支
援
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
Ｊ
Ａ
で
は
、
①
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
費

用
の
半
額
助
成
②
審
査
に
必
要

な
書
類
整
備
の
サ
ポ
ー
ト
③
審

査
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ

う
営
農
指
導
担
当
職
員
の
審
査

立
会
―
―
な
ど
の
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
現
在
、従
来
の
稲
作

だ
け
で
な
く
、カ
ボ
チ
ャ
や
メ
ロ

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
証
明
書
を
持

つ「
特
産
か
ぼ
ち
ゃ
生
産
組
合
」の
吉
原

忍
組
合
長
㊨
と
菅
原
史
夫
さ
ん

畑
で
生
育
す
る
カ
ボ
チ
ャ

生
産
者
の
年
齢
若
く
勢
い
あ
る

「
特
産
か
ぼ
ち
ゃ
生
産
組
合
」

メ
ロ
ン
、タ
マ
ネ
ギ
な
ど

高
収
益
作
物
生
産
に
も
力

「
特
産
か
ぼ
ち
ゃ
生
産
組
合
」の
組
合
員

カボチャ「くり大将」
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て
、
組
織
代
表
者
の
総
意
と
し

て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
7

月
に
「
長
崎
県
Ｊ
Ａ
配
合
飼
料

等
コ
ス
ト
低
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
発
足
し
、
Ｊ
Ａ
担
当
部

課
長
・
飼
料
会
社
・
販
売
会

社
・
長
崎
県
本
部
の
実
務
者
を

構
成
員
と
し
て
、
コ
ス
ト
低
減

に
関
す
る
協
議
・
実
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
、

ま
ず
生
産
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
意
思
確
認
を
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
約
80
％
の
生

産
者
が
配
合
飼
料
の
銘
柄
集
約

へ
協
力
す
る
旨
の
意
思
表
示
が

あ
り
、
そ
の
内
の
約
90
％
が
成

分
量
の
変
更
な
く
価
格
を
引
き

下
げ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
配
合
飼
料

銘
柄
集
約
を
目
標
に
生
産
者
の

協
力
の
下
、
新
規
設
計
配
合
飼

料
を
用
い
た
比
較
試
験
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
配
合

飼
料
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で

考
え
ら
れ
る
最
新
の
配
合
設
計

で
、
さ
ら
に
長
崎
県
が
推
奨
す

る
「
長
崎
型
新
肥
育
技
術
」給

与
体
系
に
基
づ
き
試

験
を
実
施
し
、
長
崎
和

牛
の
資
質
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
平
成
31
年
9

月
頃
か
ら
試
験
牛
を

出
荷
し
枝
肉
の
検
証

を
行
い
、
最
終
目
標
で

あ
る
配
合
飼
料
銘
柄

集
約
に
よ
る
コ
ス
ト

低
減
と
長
崎
和
牛
の

資
質
向
上
と
販
売
力

強
化
に
よ
る
生
産
者

の
経
営
安
定
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

県
本
部

だ
よ
り

長崎県本部

長
崎
県
Ｊ
Ａ
配
合
飼
料
等
コ
ス
ト
低
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開

す
。

　

そ
の
代
表
と
し
て
、「
長
崎

和
牛
」は
、
平
成
24
年
全
共
長

崎
県
大
会
「
肉
牛
の
部
」で
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
（
日
本
一
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
29
年
全
共
宮
城
県
大
会
で

は
特
別
賞
「
交
雑
脂
肪
の
形
状

賞
」を
獲
得
し
、
国
内
は
も
と

よ
り
海
外
に
お
い
て
も
品
質
の

高
さ
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
長
崎
和
牛
」
生
産

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
肥
育
用

素も
と
う
し牛

や
生
産
費
な
ど
の
高
騰
な

ど
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
厳
し
い
環
境
に
あ
り
、
平
成

29
年
6
月
、
長
崎
県
本
部
運
営

委
員
会
で
、
実
務
者
段
階
で
の

コ
ス
ト
低
減
に
関
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
に
つ
い

め
、
特
に
肉
用
牛
は
第
1
位
の

産
出
額
を
誇
る
基
幹
的
作
物
で

　

長
崎
県
の
農
業
の
中
で
、
畜

産
は
農
業
産
出
額
の
30
％
を
占

プロジェクトの経過報告会

Ｊ
Ａ
、飼
料・販
売
会
社
、県
本
部
の

実
務
者
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト

9
月
か
ら
新
規
設
計
配
合
飼
料

給
与
の
試
験
牛
出
荷
し
枝
肉
検
証

新規設計配合飼料を用いた試験給与
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クーポントピックス ポイント

スマホアプリを公開中
JA全農のイベントや新商品に関する最新情報が
さらに充実！ 作動環境：スマートフォン iOS８以上　Ａndroid4.3以上

「食と農」の情報を広く消費者へ！

JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、3/22（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。
※天候などによりご希望に沿えない場合があります。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金の他、クール代、お届け先により送料がかかります。

ＪＡ全農ながさき

　長崎県よりとってもジューシーでおいしいイチゴ「ゆめのか」をご紹介
します!!
　長崎の温暖で日当たりのよい畑で育った「ゆめのか」は大粒で鮮やか
な赤色！たっぷりの果汁は甘く、糖度と酸味のバランスが良いのが特長
です。果皮がしっかりとしているため、傷みにくいのでご贈答用としても
安心してお使いいただけます。
　長崎が自信をもってお届けする「ゆめのか」を、ぜひ、ご賞味ください。
　ＰＲキャラクター「ゆめずきんちゃん」が目印です。

JAタウンは
こちらから

長崎ゆめのか（イチゴ） 1箱大玉約270㌘
入り2パック……2350円

　全農が特別協賛するスポーツの祭典「ＪＡ全農チビリンピック」（主
催：日刊スポーツ）が、今年も「こどもの日」の5月5日、横浜市港北区の
日産スタジアムなどで開催されます。　　　　　　　　　【広報部】

5月5日 日開催日 日産スタジアムほか会　場

　恒例の親子マラソンやミニマラソンなど、
家族で楽しめる競技やさまざまなイベントが
盛りだくさん。各競技種目への参加者募集
を開始しています。
　また「ＪＡ全農杯全国小学生選抜サッカー
決勝大会」を行うため、現在各地区で予選
大会が開かれています。

　今年もゲストとしてシドニー五輪メダリスト
の高橋尚子さんや元サッカー日本代表の北
澤豪さん、アテネ・北京五輪メダリストの
浜口京子さんやアニマル浜口さんら豪華な
ゲストをお招きする予定です。
　ぜひ、この機会に家族でご参加ください。

お問い
合わせ

JA全農 
チビリンピック事務局
TEL03（6262）2869

ＪＡ全農チビリンピックの
ホームページはこちらから
http://www.chibirinpic.com/

JA全農チビリンピック2019JA全農チビリンピック2019
こどもの日に今年も開催

参加者募集中
競技、イベント盛りだくさん

昨年のミニマラソン

自慢の俊足を競い合う

こどもの日に今年も開催

参加者募集中
競技、イベント盛りだくさん
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5JAが取り組みを報告した農家手取り最大化成果発表会（３面）

全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー

ジ（
２
面
）

群馬県富岡市にオープンした「ＪＡファーマー
ズ富岡」（２面）

全
農
東
北
プ
ロ
ジェ
ク
ト

      

Face
boo
k
ペー
ジ
を
開
設

2面

モデルJAが農家手取り最大化で成果発表
水平展開へ取り組み共有

3
面

4-5

㈱エーコープ関東
「JAファーマーズ富岡」がオープン
（生活リテール部）

特集：JA全農インターナショナル㈱
　　　日本産農畜産物輸出
　　　ナンバーワン商社目指す

ＪＡズームイン（ＪＡ大潟村）

県本部だより（長崎県本部）

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/7

82 JA全農チビリンピック2019
参加者募集（広報部）

ＪＡタウンショップ紹介
　JA全農ながさき

6

平成30年JA農業機械
パワーアップ運動成果発表大会を開催
（秋田県本部）

Web
限定

8




